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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・6/3（土）青陽館大掃除あり。6勤となる方もいるので体調管理に気を付けて過ごすこと。

・人事考課の面談終了。今年度上半期の目標等を打ち込んだ後、5/31(水)まで小嶋SGMまで提出すること。

 [各種提出期限]

・プログラムテキスト締め切り5/26(金)8:00まで

・月報6/2(金)締め切り

 [研修予定]
特になし
＜青明舎利用者様情報＞
・北村　奈美様～5/15（月）本人より電話連絡あり。母との関係性で疲れる、顔を合わせたくないと話しており、食事の際に台所で会うことに悩んでいるため、自室で食事を摂るよう助言している。また、5/17（水）に青明舎に来ており、他者トラブルで落ち込んでいるとのことで、本音で話し相手を怒らせてしまったが謝ったと話している。気持ちの切り替えを行い、午後に気分転換に外出に行くことを勧めると出掛けている。翌日も電話連絡があり、持っている日焼け止めが昔の物なので白くなるのではないかと思い、肌の流行を聞きたい内容の電話が入っている。

・高柳　和子様～5/16（火）本人より頭痛があり体調が悪いと電話あり。病院に相談するよう促している。5/17（水）定期訪問実施しており、体調確認にはパッとしないと話している。部屋が湿っぽくカビ臭いと話しているため、窓を開けて換気している。5/15（月）花粉が辛く鹿内眼科受診したが、検査の結果、白内障の可能性があることを言われ不安であると話している。
・森田　清助様～5/17（水）定期訪問実施。睡眠は20時～4時となっているとのこと。青南病院の検査結果ではコレステロールが高く、医師より魚卵を控えるように言われている。煙草の本数を減らしているとのこと。洗濯機が故障し修理に予想外の出費になったことを話している。他には、一週間くらい前から、兄様が市民病院に入院したとのことでお見舞いに行くと話している。

・藤村　翔　様～5/19（金）お小遣い帳を確認している。予定外の出費はなかったとのこと。身体面に関して、口臭があり唇が割れている状態であった。
・田中　一　様～5/20(土)「昨日は軽装だったので眠れました」と話している。暖かい状態でなければ眠れない話をしていた事があり、最近痩せたことも関係しているのではないか伝えている。食生活について、昼食と夕食のみ摂取しており朝食は食べていないと話している。しかし、夜食を食べているためか体重が2kg増加している。

・田名部浩平様～5/20（土）お小遣い帳を確認している。おやつ等嗜好品の買い物をしており、残金が2834円となっている。遣い過ぎである為、煙草かおやつの購入を控えるよう助言している。

・松川　順子様～5/21（日）定期訪問実施。睡眠はとれているが、眠くて何もすることはなく、やることがあってもやりたくないとのこと。扇風機購入に関して5/23（火）にアップルハート来所した際に伝えることとしている。衣替えの時期であり確認すると、Tシャツとズボン3枚で着回すと話している。寝具の洗濯を退院後から行っていないとのことで、青明舎で行うよう促している。また、燃えないゴミや玄関周りの片付けを実施している。

・平　京子　様～5/21（日）定期訪問実施。入れ歯作り直していると話しており、口腔内の痛みについてはないとのこと。最近の楽しみとして、類家のTUTAYAに出掛けることと話している。
＜グループホーム利用者様情報＞

・冨田　紀子様～5/20（土）に訪問した際に、鼻に絆創膏を貼っており、状況確認すると5/19（金）夜か5/20（土）深夜にベッドにぶつかり転倒したと話している。上唇が歯に当たっったのか出血跡あるが、痛みはないとのこと。

・船場　幸子様～5/18（木）外来受診時に医師よりエアロビを止めるよう言われたと落ち込んでいる。デイケアスタッフに確認するよう促し、デイケアスタッフにし相談すると動ける範囲で行っていくよう言われたと話している。膝の薬は痛みの予防の為で、医師に膝痛があると思われ運動を止めるよう言われた可能性がある為、本人がエアロビを意欲的に行っていることも含めて情報提供していく。

・繁名　和恵様～5/20（土）・5/21（日）と心臓が痛いと訴えがあるも、GH同居者と外出していたとのこと。本日、鼻から脳にいって心臓に痛みがあると訴えがありロキソニン服用している。上記によりデイケアを欠席している。最近体重が増加していることから、生活習慣について介入していく。

・古舘　ヨリ様～障害者手帳の更新にGHの世話人と市役所へ出掛けた後に、年金が受給できないのではないかという訴えが毎朝聞かれる。SWに確認し、5年に一度、医師の診断書は必要であるが安定してもらえることを伝えると、以降訴えなく落ち着いている。

・田中　一　様～5/20（土）・5/21（日）にGH世話人介入のもと部屋の整理整頓を行っている。長年溜め込んでいた大学ノートなどを処分している。片付けをした為か、前腕に湿疹が出現したとのこと。

・関　秀治　様～5/19（金）GH世話人介入のもと部屋の掃除と整理整頓を行っている。たまに掃除や整理整頓を行わないと部屋が荒れていることがある。5/20（土）から今朝まで自宅外泊を行っており、その後、疲労した様子で職場へ向かっている。

・村上　元道様～5/16（火）うみねこ幸房の作業中に他者に顔を殴られるも自制出来ている。しかし、次の日に殴った人が何もなかったかのように働いていることにから苛々し、青南病院受診に世話人が同行している。頓服薬20日分処方あり。2包一気に服用してもよいが、2時間空けること、1日3回までの服用であること、1時間1包ずつとならないよう気を付けてほしいとのこと。朝の8時に頓服服用し自分なりに対処している。殴られた後に左内側白目に内出血があり、眼科受診している。結膜炎と診断され、黙っていれば治ると言われたが、殴られたことを言わずに診てもらったとのこと。特定スタッフへの恋愛感情があり、患者様とスタッフである為、お付き合いなど難しいことを言われたとのこと。先週から、気分高揚・多弁あり、考えがまとまらない様子あり、病状の変化がみられている。

・藤村　翔　様～5/19（金）両親からG世話人に連絡あり。年金手帳の更新されたものが届いていないと問い合わせがあり、五戸の役場に確認している。実家に書類が届いたら本人と手続きするよう伝えている。本人について、睡眠や食生活には問題ないが、口臭が気になる為、消化器系の病院受診を促していく。

・坂本　秀男様～重度心身障害者医療費制度の申請手続きをすれば3～4万円が還付されるとのこと。2年間されていないとのこと。

・大下　伸治様～実家に行き、気分転換できたことを評価している。

＜利用者様情報＞

デイケア
・駒木　洋士様～本人から頭痛があり欠席すると電話連絡あり。バイタル異常はないとのこと。本日は病院受診はせず、頭痛に関しては持参している薬で対応し様子を見ると話している。最近変化がなかったか確認すると、週末から身体のだるさはあったとのこと。姉様には頭痛がありデイケアを欠席することについて伝えていると話している。話し方は普段よりもゆっくりと話している様子。しっかりと休養するよう伝えている。
・繁名　和恵様～本人より電話連絡あり、目と鼻と心が苦しく頭痛がある為、欠席したいと話している。バイタルについては、体温35.7℃、血圧123/96mmHg、脈拍101回/分。伴内科へ受診希望あり、青南病院に相談してから、伴内科に行くか決めるよう伝えている。GH世話人に伝えていると話している。上記により欠席となっている。

・赤松　翔太様～定時に来所していない為、母様へ電話連絡している。まだ起床していないとのことで本日もデイケア欠席となる。母様へ本人様の最近の状況を確認すると、本人の調子に大きな変化はないとのこと。しかし、起きている理由は定かではないが、最近夜更かしをしている様子がある為、生活リズムを整えることの大切さを改めて伝えている。来所できそうな時は来所を促して欲しいこと、今後も本人様の状況を確認しながら対応を検討していくことを伝えている。
・細谷地与蔵様～来所時に、朝食後薬の服用について確認すると「飲みました」と話している。薬の空袋を見せるよう促すとロッカーへ行き、バックの中から5/21の日付の朝食後薬の空袋を見せている。朝食後薬22日、昼食後薬20日、夕食後薬18日分からあり服用していない。服薬していない理由を確認すると「飲みたくない」「面倒くさい」と話している為、病状の維持にも服薬の重要性を伝えている。今後、奥様に電話連絡し現状を伝え、デイケア来所時には朝食後薬と昼食後薬の確認を青陽館スタッフで、それ以外は奥様に確認して頂くよう説明し、服薬時にノートにサインしていく等の対策を提案していく。

・山下　秀子様～体験利用実施。来所時、息を切らしており階段や坂が辛くデイケアに来所することを止めると話している。途中まで夫様に送迎にしてもらい、運動の為、青南病院の敷地内から歩いているとのこと。通所することが辛いと話している為、送迎を青陽館までにしてもらうことを提案するが、夫様に遠慮して頼みづらいと話している。エアロビは2回行ったが疲労感がありついていけないと話している。はじめは来所することで通うことに慣れること、運動については出来る範囲でやってみるよう伝えている。午前の運動療法終了後に孫が家で1人でいる為、心配であり帰りたいと訴えあり。次回の来所について確認すると、目途が立っていないとのことである為、次回来所の日程が決定した際には連絡して欲しいことを伝え、その後帰宅している。

デイナイトケア
・鈴木真知子様～朝のミーティン後より、表情が険しさや独語が見られ、やや落ち着きのない様子でウロウロしている。声を掛けると「あの人、恐い」と話すため、誰の事か尋ねると、板橋利美様の名前を出している。板橋様と何かあったのか尋ねると、「警察に訴えるよって言ったの」と答える。理由については「言いたくない」「(自分の)調子が悪いかも」と話している。以前も同様の言動があったことを振り返り、何か相手に訴えたい事があれば先にスタッフに話してほしいことを伝えている。プログラム参加状況は、ラジオ体操や筋トレには参加するも、他の内容への促しには「休ませて下さい」と不参加が多い。精神症状と行動面について観察していく。

・板橋　利美様～朝のミーティング前に、鈴木真知子様に「警察を呼ばないとダメだって言われた」「大きな声で、気持ち悪かった」「何をして、俺なんだって言ったら、何も言わず居なくなった」と、訴えがある。少し感情的に話す場面もあるが、「妄想なんだべ」等と、相手が不調であることを理解しているような発言が聞かれている。鈴木様が近くを通り過ぎるも、特に相手にすることなく距離をとることが出来ている。鈴木様から一方的に訴えられることが以前よりあるため、本人様に負荷が掛かりすぎないように留意していく。

・奥山以依子様～5/21（日）本人から「期限が無くなるから、銀行に行って1万5千下そうかと思って…」と焦った様子でスタッフに話し、詳しく尋ねるとス－パ－で配布しているポイントシ－トの期限を気にされており、その金額分を購入すると期限内にポイントが貰えると計算した模様。昨日買物に行って来たことや今は特に購入する必要がないこと、毎週使用しているポイントカ－ドのみで充分であることを説明すると理解している。
・岩城　敏夫様～5/21（日）14：00、よこまちストアに出掛け15：30に帰荘され「店のトイレに寄ったんだよ。それで遅くなった。下痢しててよ」と報告している。午前から3回の下痢便があった話しており、特に腹痛はなく他の症状もないとのこと。本日のデイナイトでは不調の訴えなく、腹痛の有無について様子観察していく。
・倉石ヨシエ様～5/20（土）夕食に来ず、ベッドで臥床されており食事拒否あり。体調伺うも言葉が聞き取れず、バイタル測定すると体温37.7℃、血圧166/62mmHg、再検165/61mmHgで経過。安静臥床でアイスノンで頭部クーリングし、水分補給促している。風邪の感冒症状は無いとのことです。20:00は37.2℃、21：00は36.6℃、22:00は36.5℃で血圧は正常値で経過。5/21（日）6：00は35.3℃で、表情良く過ごしている。本日来所時、体温35.3℃。厚着していることあり、最近は特に気温が高いことから、体温が上昇していることが考えられる為、衣類調整の促しを行なっていく。
・稲垣　ふき様～青風荘より情報提供があり、5/21（日）夕食後薬服用後、ホールにて上体反らしや屈伸運動を繰り返し行っている。声掛けすると「太ったからよ。少し動かさねば」とやや険しい表情で返答している。スタッフも同じ悩みがあること伝えると「それどこじゃねぇんだでぇ」と話し、自身のお腹周りを気にした発言聞かれていたとのこと。
ナイトケア
・関　秀治　様～5/19（金）来所時の体温が、37.0℃となっており、体調について尋ねるも、「大丈夫です」と話している。気温が高くなってきており、仕事の前後や途中で水分補給を行っているか確認すると、「仕事の前にはしたけど、終わってからはしていない」とのこと｡水分不足も考えられるため、水分補給を促すと、すぐに行っている｡夕食後の18：15の再検では36.5℃で、身体不調はないとのこと｡これから暑くなってくるので、脱水予防のため適度な水分補給が大切であることを伝えている。

＜外来情報＞
・田名部浩平様～体調は良いと話している。週末、岩手へカキを食べに行ってきたと話し、日焼けしている。

・若松　健一様～特変はないと話している。服薬も問題なく続けられているとのこと。

・田中　一　様～陰部に腫れがあり、20年くらい前に悪い遊びをしたからその影響ではないか？と本人気にしている。清潔を保つよう指導受けている。次回受診時、採血施行し肝機能の問題がなければネオファーゲンCの中止を考慮するとの事。ハロマンス（50）１A施行。

・千葉　輝男様～認知機能の低下が進み、生活面でも困難さ、危険な状況がある。また、易怒性も出てきている。メマリーを追加処方とし、経過を見ていく。息子様よりケアマネに連絡し、6/5（月）にケアマネ・青陽館スタッフ・理事長で今後のサービス検討をする。介護保険利用し、デイサービスへ少しづつ慣れる必要がある。ケアマネ（まゆすい）と青陽館から南陽館へ移行していく事を相談する。当面は朝はタクシー利用し帰りは息子様の迎えで通所する。今後はショートスティの利用を検討していくと話す。

＜事例検討会＞
田中一様の事例検討
(担当スタッフ不在の為、状況確認と目標・計画の見直し案の検討を実施)

長期目標：身体管理・病状管理を行い、福祉的就労を継続する。
中期目標：①精神症状に左右されず、現実検討が出来るようになる。

②食事内容に気を配り、体重の増減に気をつける。
③就労にむけての福祉サービス（B型就労支援）併用(週に2回程度）を取り組む。

短期目標：①忘薬が無いようにし、妄想がある際は現実と区別出来るようになる。
②間食や炭水化物量に気をつけ、運動時は体を大きく動かす。

③対人関係を円滑にするため、感情のコントロールを都度にできるようになる。

実施計画：①忘れずに服薬し、不安感がある場合はスタッフに相談する。また睡眠を確保できるようになる。スタッフは相談出来る環境を整え、睡眠時間の確認をしていく。

②体重増加防止の為、毎日間食量と朝食内容を報告する。また、運動時には大きく体を動かすようにする。

※定期的に面談を設定し、対人交流の取り方についての振り返りを行い、感情コントロールへの向上へと繋げる。また、就労についての悩み・不安感をこまめに取り扱い、情動不安定とならないよう配慮する。
話し合ったこと：
・対人関係については、固定観念や被害妄想あり、その場では理解している。
・体重の増加防止に関しての目標計画となっているが、急激に痩せようとしたり太ったりすることがある為、体重の増減に変更した方がいう案が出ている。
・治療計画の※の部分をすっきりとわかりやすく表記した方がいいという案が出ている。

